
杉
田
玄
白
の
「
蘭
学
事
始
」
は
玄
白
が
晩
年
に
な
っ
て
蘭
学
創
始
の
頃
を
回
想
し
て
綴
っ
た
感
動
的
な
名
著
で
あ
る
が
、
明
治
二
年
福
沢
諭

吉
ら
の
尽
力
に
よ
っ
て
刊
行
せ
ら
れ
る
迄
は
写
本
で
の
み
伝
え
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
古
写
本
は
現
在
ま
で
に
僅
か
一
○
種
が
知
ら
れ
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
。
こ
の
た
び
大
槻
玄
沢
に
蘭
学
を
学
ん
だ
長
崎
浩
斎
の
手
沢
本
の
「
蘭
東
事
始
」
が
、
御
子
孫
の
富
山
県
高
岡
市
の
長
崎
圭
爾
氏
宅

に
て
発
見
せ
ら
れ
た
の
で
、
ご
報
告
申
し
た
い
と
思
う
。

る
。
即
ち
、

③
「
蘭
東
事
始
」
と
題
す
る
も

①
村
岡
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）

②
佐
藤
本
（
佐
倉
順
天
堂
旧
挙

③
小
石
本
（
小
石
秀
夫
氏
蔵
）

「
蘭
学
事
始
」
の
古
写
本
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
こ
の
長
崎
浩
斎
手
沢
本
（
以
下
「
長
崎
本
」
と
仮
称
す
る
）
を
含
め
る
と
二
種
が
知
ら
れ
て
い

一
、
「
蘭
学
事
始
」
の
古
写
本

長
崎
浩
斎
と
新
発
見
の
「
藺
東
事
始
」

（
佐
倉
順
天
堂
旧
蔵
、
現
在
不
明
）

と
題
す
る
も
の
八
種

に

つ
距
癖
罐
裡
琴
季
醒
騨
一
再
壺
誇
律
号
昭
和
六
十
一
年
八
月
五
日
受
付

(‘、

て

津
田
進
三
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こ
の
古
写
本
の
大
き
さ
は
縦
二
五
・
三
セ
ン
チ
、
横
一
八
・
四
セ
ン
チ
で
、
濃
藍
色
無
地
の
表
紙
を
つ
け
た
袋
綴
の
一
冊
本
で
あ
る
。

①
題
篭
は
「
蘭
東
更
始
全
」
と
あ
り
、
更
に
蘭
の
字
の
下
右
に
「
学
」
の
字
を
、
ま
た
東
の
字
の
下
右
に
「
漸
」
の
字
を
夫
を
小
文
字
で

補
い
、
「
蘭
学
東
漸
更
始
」
と
読
ま
し
め
ん
と
し
て
い
る
。

②
表
紙
裏
の
見
返
し
に
次
の
如
き
墨
書
の
記
載
が
あ
る
。

○
○

○
○
○

原
名
蘭
学
更
始
磐
水
先
生
去
学
字
加
東
字
日
蘭
東
事
始
之
言
蘭
学
東
漸
宴
始
也
健
窃
按
須
以
六
字
為
名
略
称
（
否
）
則
不
可
解
実

弘
化
四
年
丁
未
四
月
廿
七
日
長
崎
剛
健
謹
識

（
原
文
は
蘭
東
事
始
の
四
字
を
棒
線
に
て
抹
消
し
、
つ
づ
く
之
言
の
二
字
を
○
○
印
を
附
し
て
移
動
を
指
示
、
更
に
「
否
則
」
の
と
こ
ろ
で
、
は
じ
め
「
略
称
」

④
平
戸
本
（
松
浦
史
料
博
物
鎧

⑤
矢
野
本
（
矢
野
宗
幹
氏
嗅

⑥
金
沢
本
（
金
沢
市
立
図
書
酷

例
蓬
左
文
庫
本
（
蓬
左
文
庫

⑧
長
崎
本
（
長
崎
圭
爾
氏
蔵
）

⑧
「
和
蘭
事
始
」
と
題
す
る
も

⑨
内
山
本
（
内
山
孝
一
氏
蔵
）

⑩
幸
田
本
（
慶
応
義
塾
大
学
両

⑪
福
沢
本
（
慶
応
義
塾
塾
史
宿

以
上
の
二
種
で
あ
っ
て
、
「
蘭
学

幸
田
本
（
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
）

福
沢
本
（
慶
応
義
塾
塾
史
編
纂
所
蔵
）

（
１
）

二
種
で
あ
っ
て
、
「
蘭
学
事
始
」
と
題
す
る
も
の
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

二
、
「
蘭
東
事
始
」
長
崎
本
の
大
要

（
矢
野
宗
幹
氏
旧
蔵
、
軍

（
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
）

甲
本
（
蓬
左
文
庫
蔵
）

（
松
浦
史
料
博
物
館
蔵
）

（
矢
野
宗
幹
氏
旧
蔵
、
現
在
不
明
）

と
題
す
る
も
の
三
種
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Ｏ

㈹
開
巻
最
初
は
「
藺
東
事
始
上
之
巻
」
と
あ
り
、
題
策
の
更
始
と
は
一
致
し
な
い
。
ま
た
「
活
溌
堂
」
と
い
う
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
下
之
巻
の
は
じ
め
に
も
押
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
上
、
下
之
巻
と
も
に
そ
の
直
前
の
一
枚
の
遊
び
紙
に
夫
を
「
上
」
、
「
下
」
と
左
下
方
に
墨
書
せ
ら
れ
て
お
り
、
も
と
上
下
二
冊
で
あ
っ

た
も
の
を
合
綴
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

⑤
本
文
は
墨
付
六
○
葉
（
上
之
巻
三
一
葉
、
下
之
巻
二
九
葉
）
で
、
無
罫
紙
に
半
葉
に
九
行
ず
つ
記
さ
れ
て
い
る
。

と
記
し
て
こ
れ
を
抹
消
し
「
否
」
と
訂
正
し
て
あ
る
）

（
２
）
（
３
）

こ
の
記
載
は
誠
に
注
目
す
べ
き
内
容
の
も
の
で
、
金
沢
本
に
も
全
く
同
様
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
既
に
緒
方
富
雄
博
士
の
御
研
究
が
な
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
次
章
に
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。

⑥
長
崎
本
に
は
大
槻
玄
沢
の
序
文
は
附
さ
れ
て
い
な
い
。
即
ち
村
岡
本
、
佐
藤
本
及
び
蓬
左
文
庫
本
と
は
別
の
写
本
系
列
で
あ
る
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。

225 (105）



⑦
欄
外
に
は
墨
書
の
頭
注
が
五
項
目
と
、
朱
書
の
頭
注
一
八
項
目
と
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
大
部
分
は
金
沢
本
、
小
石
本
と
一
致
す
る
が
、
二

三
異
な
る
も
の
も
あ
る
。

（
４
）

⑥
本
文
の
内
容
は
小
石
本
、
金
沢
本
な
ど
と
異
同
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
朱
筆
を
も
っ
て
「
：
…
・
藩
邸
に
お
ほ
せ
し

時
」
の
「
ほ
」
を
「
は
」
と
誤
字
を
訂
正
し
た
り
、
「
今
の
桂
川
君
．
．
…
・
」
の
右
傍
に
「
国
宝
」
と
追
記
し
た
り
、
な
ど
の
書
き
入
れ
が
ゑ
ら

れ
る
。⑤

質
按
二
其

二
、
朱
書
書
き
入
れ

①
彙
陰
逸
史
氏

一
、
墨
書
書
き
入
れ

①
順
風
耳
（
「
呼
遠
筒
」
の
と
こ
ろ
の
上
欄
）
（
以
下
同
じ
）
（
尚
こ
の
個
所
の
承
「
×
」
印
を
も
っ
て
上
下
照
応
せ
し
め
て
い
る
。
）

セ
イ
ロ
ン

②
蛮
語
妻
附
録
万
国
地
名
菱
亜
細
亜
部
作
錫
蘭
又
斉
狼
（
「
印
度
の
地
方
則
意
蘭
：
…
・
」
）

③
茂
質
按
山
脇
東
洋
観
臓
セ
シ
ハ
宝
暦
四
年
甲
戌
閏
二
月
七
日
ナ
リ
文
化
十
二
年
乙
亥
マ
テ
六
十
二
年
ナ
リ

臓
志
日
宝
暦
甲
戌
年
閏
二
月
七
日
有
行
刑
於
西
郊
処
斬
者
五
人
京
兆
尹
若
狭
侯
酒
公
侍
医
原
松
庵
藤
友
信
杉
玄
適
者
吾
党
也

請
屍
於
官
於
獄
中
解
之
使
余
就
観
焉

コ
ノ
年
ヨ
リ
八
十
八
箇
年
目
ニ
シ
テ
東
武
二
於
テ
同
藩
ノ
人
其
実
二
徴
ス
ル
書
ヲ
得
テ
解
剖
ノ
真
術
ヲ
得
シ
モ
奇
遇
ト
イ
フ
ヘ
シ

本
邦
二
於
テ
山
東
洋
始
テ
観
臓
セ
シ
ト
世
二
知
レ
ト
モ
本
書
ヲ
見
レ
ハ
右
ノ
如
ニ
シ
テ
斯
挙
前
後
若
狭
藩
ノ
医
師
ニ
シ
テ
解
剖
ノ
噴
矢

ヲ
セ
シ
ハ
期
セ
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
不
可
思
議
ノ
事
也
（
「
京
師
の
山
脇
東
洋
先
生
。
：
．
：
」
）

④
乙
亥
七
月
卒
（
「
桐
山
正
哲
…
…
」
）
（
桐
山
の
二
字
と
乙
亥
の
二
字
に
夫
だ
：
を
附
し
あ
り
）

⑤
質
按
二
其
志
ヲ
興
ス
漫
遊
雑
記
二
根
基
ス
末
条
二
附
記
ス
（
「
小
石
元
俊
…
…
」
）

。
。
。
」
）

ニ
テ
ル

彙
陰
逸
史
氏
同
関
子
ノ
逸
史
巻
九
之
六
十
八
頁
上
紅
毛
夷
至
二
界
府
一
始
通
二
互
市
一
也
ト
ァ
リ
（
「
其
前
後
よ
り
阿
蘭
陀
船
は
御
免
あ
り
て
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②
文
廟
ハ
即
チ
第
六
代
文
昭
院
殿
家
宣
卿
也
今
文
廟
来
た
藩
邸
に
ぉ
は
せ
し
時
：
：
・
・
」
）

③
魯
西
亜
漂
民
記
御
覧
ノ
条
寛
政
五
年
癸
丑
九
月
十
八
日
吹
上
ノ
御
物
見
二
於
テ
幸
太
夫
問
答
ノ
ト
キ
日
本
人
ニ
テ
ハ
桂
川
甫
周
様

中
川
淳
庵
様
ト
申
御
方
ノ
名
ヲ
〈
何
レ
モ
存
居
申
候
日
本
ノ
事
ヲ
書
候
書
物
ノ
中
ニ
モ
害
ノ
セ
有
之
ヤ
ウ
ニ
承
り
存
候
此
時
御
前
ニ
即

テ
甫
周
君
ト
多
紀
永
寿
院
侍
坐
セ
リ
（
「
桂
川
家
の
御
事
は
：
…
・
」
）

裏

④
月
池
君
弟
中
良
称
森
島
氏
下
ノ
三
ウ
可
併
見
（
「
森
島
氏
な
り
し
が
。
…
：
」
）

⑤
有
徳
院
殿
〈
第
八
世
吉
宗
公
也
（
「
有
徳
廟
の
御
時
…
…
」
）

⑥
中
津
侯
〈
奥
平
大
膳
大
夫
也
十
万
石
（
「
豊
前
中
津
侯
の
。
。
…
・
」
）

⑦
良
沢
外
孫
小
島
尚
質
日
良
沢
名
烹
字
子
悦
其
子
良
庵
名
達
字
子
通

良
沢
号
蘭
化
中
津
侯
所
賜
享
和
三
年
癸
亥
十
月
十
七
日
喪
年
八
十
一
法
名
楽
山
堂
蘭
化
天
風
居
士
（
「
前
野
良
沢
と
い
へ
る
も
の
…
」
）

ヒ
ト
画

裏

⑧
一
節
切
在
南
畝
蕃
言
下
二
十
五
ウ
（
．
重
切
を
稽
古
し
て
…
…
」
）

⑨
相
良
〈
遠
州
也
田
沼
ノ
事
ナ
ル
ベ
シ
（
「
故
の
相
良
侯
…
…
」
）

⑩
魯
西
亜
漂
民
記
二
云
ウ
事
桂
川
氏
ノ
層
上
一
一
記
ス
（
「
中
川
淳
庵
は
…
…
」
）

⑪
玄
随
号
槐
園
（
「
宇
田
川
玄
随
…
．
．
」
）

⑫
元
俊
名
道
号
大
愚
男
竜
号
園
称
樫
元
瑞
（
「
小
石
元
俊
と
い
へ
る
．
…
：
」
）

二
一
イ
ヮ
〈
和
ソ

⑬
常
陸
新
治
郡
土
浦
土
屋
相
模
守
九
万
五
千
石
（
「
土
浦
侯
」
）

⑭
市
川
小
左
エ
門
号
寛
斎
（
「
市
川
小
左
衛
門
」
）

⑮
海
上
郡
〈
上
総
下
総
ト
モ
ニ
ア
リ
（
「
近
国
海
上
郡
…
…
」
）

⑯
解
剖
図
賦
序
事
可
併
見
（
「
随
鴎
と
改
め
。
：
…
」
）

⑰
志
築
名
忠
雄
著
暦
象
新
書
又
訳
検
夫
爾
之
鎖
国
論
（
「
志
築
忠
次
郎
と
．
：
…
」
）
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⑥
是
余
か
父
の
大
愚
先
生
斯
人
を
見
出
し
て
天
文
学
間
五
郎
二
薦
め
其
老
親
を
養
ふ
の
費
と
遊
学
の
資
を
両
人
よ
り
出
し
て
蘭

学
を
大
槻
先
生
に
学
は
し
め
た
る
な
り
小
石
竜
識

と
い
う
朱
書
が
、
橋
本
宗
吉
の
と
こ
ろ
に
記
さ
れ
て
い
る
、
な
ど
の
違
い
が
あ
る
。

⑧
巻
之
上
の
あ
と
に
長
崎
浩
斎
に
よ
る
次
の
如
き
杉
田
玄
白
の
小
伝
が
朱
記
せ
ら
れ
て
い
る
。

と
な
っ
て
お
り
、

が
な
く
、
別
に

書
の
①
は

九
幸
老
人
小
伝

杉
田
玄
白
先
生
。
奎

プ
チ

嗣
子
一
。
養
二
奥
州

卜
テ

腸
一
以
為
ニ
ニ
男
↓

ス

丑
四
月
十
七
日
卒
。

浩
斎
老
人
之
説

テ
ル

、
浩
斎
老
人
云
彙
陰
逸
史
氏
同
関
子
ノ
逸
史
巻
九
之
六
十
八
頁
上
紅
毛
夷
至
二
界
府
一
始
通
二
互
市
一
也
ト
ア
リ
以
下
朱
字
細
書
皆
係

ル
ー

至
二
東
都
一

⑱
号
穀
里
（
「
佐
十
郎
と
改
名
し
…
…
」
）
（
尚
、
佐
十
郎
の
右
傍
に
「
貞
由
」
と
書
き
添
え
て
い
る
）

右
の
う
ち
、
金
沢
本
で
は
墨
書
の
②
と
朱
書
の
⑰
の
後
半
と
⑱
と
が
な
く
、
小
石
本
で
は
更
に
朱
書
の
①
も
ぷ
ら
れ
な
い
。
金
沢
本
で
は
朱

文
政
三
年
庚
辰
仲
冬
浩
斎
長
崎
健
謹
識

（
尚
、
橘
姓
を
消
し
て
長
崎
と
改
め
て
あ
り
、
又
浜
街
の
上
欄
外
に
「
山
伏
井
戸
」
と
注
記
し
て
い
る
）

朱
筆
の
書
き
入
れ
は
す
べ
て
長
崎
浩
斎
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
小
石
本
で
は
何
故
か
こ
の
朱
書
の
①

シ
ト
ス

ノ

シ
テ
ニ
ル

ニ
ニ
シ
テ

諄
翼
字
子
鳳
号
二
鶚
斎
一
又
号
二
天
真
楼
一
・
世
々
為
二
若
州
小
浜
侍
医
一
。
住
二
東
都
一
。
入
二
賜
謁
医
員
一
。
中
年
無
ニ

ノ

ガ
ヲ
テ
ト

ス
ト
シ
テ
メ
リ
ヲ
〈

刈
建
部
清
庵
二
男
一
以
為
レ
嗣
其
人
名
勤
字
白
元
号
二
紫
石
一
。
而
後
生
二
一
子
一
名
豫
字
立
卿
号
二
錦

卜
リ
ヲ

テ
ヲ

シ

ニ
プ
テ

ヲ
ラ
ス

｜
讓
二
家
禄
於
白
元
一
。
而
伴
二
立
卿
一
隠
二
居
干
浜
街
一
慕
二
六
六
山
人
之
風
一
自
号
二
小
詩
仙
堂
一
・
文
化
十
四
年
丁

ス
ル
コ
ト
ヲ

テ
ワ
テ
ル

ノ

シ

・
享
レ
季
八
十
有
五
。
立
卿
受
二
箕
襄
一
続
鳴
二
子
一
時
一
。
故
今
有
二
杉
田
氏
両
家
一
也
。
此
年
健
東
遊
四
月
九
日
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ツ
ケ
札
文
化
八
年
辛
未
五
月
十
五
日
摂
津
守
殿
御
同
朋
頭
平
井
仙
阿
弥
を
以
御
渡

と
あ
り
、
更
に
又
「
天
保
十
五
年
甲
辰
五
月
十
五
日
高
峯
氏
ヨ
リ
示
サ
ル
玄
幹
、
茂
禎
ノ
書
ヲ
写
ス
」
と
し
て
「
北
米
利
幹
合
衆
国
小
誌
尾

巻
之
末
」
の
一
文
が
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
「
…
…
右
〈
今
の
参
政
堀
田
侯
よ
り
先
考
生
前
に
賜
ハ
リ
し
賛
詞
也
…
．
：
」
と
い
う

「
茂
禎
敬
記
」
と
、
「
…
…
代
亡
兄
刻
以
附
此
編
…
…
」
と
い
う
「
清
崇
謹
識
」
の
二
文
が
附
さ
れ
て
い
る
。

⑩
下
之
巻
の
あ
と
に
は
墨
書
に
て
永
當
独
哺
庵
の
漫
遊
雑
記
か
ら
次
の
二
章
が
摘
記
さ
れ
て
お
り
、
更
に
こ
れ
に
朱
筆
を
も
っ
て
返
点
、
送

仮
名
及
び
頭
注
な
ど
が
附
さ
れ
て
い
る
。
〔
尚
、
右
傍
に
書
き
入
れ
が
あ
り
文
中
（
）
に
て
示
し
た
。
〕

ノ
ハ
テ

ヲ
ス
ニ

（
頭
注
）
雑
記
四
十
二
葉
」
原
書
無
し
之
字
以
二
小
朱
圏
一
紀
し
之

ヲ

ノ

シ
テ

ニ
テ

ゴ
ト
ヲ

和
蘭
（
紅
夷
）
之
俗
。
善
二
（
能
）
汗
吐
下
一
・
宝
暦
壬
午
春
（
余
）
西
遊
到
二
長
崎
一
・
就
二
訳
師
吉
雄
氏
一
・
得
し
聞
彼
医
法
（
通
二
彼
邦
之
語
一
）
。

こ
れ
は
小
石
本
、
金
沢
本
に
も
染
ら
れ
る
も
の
で
、
後
述
の
通
り
浩
斎
は
本
写
本
を
文
政
三
年
九
月
に
入
手
し
て
い
る
の
で
、
入
手
後
ま
も

な
く
こ
の
小
伝
を
書
い
て
お
り
、
玄
白
へ
の
尊
敬
の
念
が
う
か
が
わ
れ
る
と
思
う
。

⑥
引
き
づ
つ
い
て
今
度
は
大
槻
玄
沢
に
関
す
る
私
淑
の
あ
ら
わ
れ
と
思
わ
れ
る
資
料
の
写
し
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
即
ち

高
橋
作
左
衛
門
江

透
に
御
役
宅
へ
為
相
詰
馬
場
佐
十
郎
手
伝

為
仕
可
被
申
候
尤
渋
江
長
伯
方
江
も
折
々
罷

右
其
方
手
二
附
阿
蘭
陀
書
籍
和
解
之
御
用

越
候
様
可
被
申
渡
候

相
勤
候
様
申
渡
候
間
得
其
意
家
業
之

松
平
政
千
代
家
来

大
槻
玄
沢

（109）229



維
昔
文
政
三
年
庚
辰
九
月

こ
の
記
載
か
ら
次
の
こ
と
が
判
明
す
る
と
思
う
。

④
長
崎
本
は
大
槻
玄
沢
が
大
槻
家
蔵
の
も
の
を
、

、
直
接
塾
生
に
命
じ
て
写
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

⑤
し
か
も
蘭
学
事
始
が
完
成
し
た
文
化
十
二
年
か
ら
僅
か
五
年
後
の
文
政
三
年
と
い
う
早
い
時
期
の
写
本
で
あ
る
。

（
頭
注
）
雑
記
十
五
葉
シ
テ
リ
シ
テ

ク

ナ
ル
ノ

乳
岩
不
し
治
、
自
レ
古
然
・
而
和
蘭
（
紅
毛
）
害
中
有
し
言
日
、
其
初
発
如
二
梅
核
ラ

ノ

モ
ト

シ
テ
テ

ツ
ヲ

斯
言
有
し
味
、
雄
二
余
未
戸
試
陛
之
。
言
以
告
後
人
（
待
二
後
世
一
）
紀
州
花
岡
随
賢
〉

ケ
リ
右
独
哺
庵
漫
（
遊
）
雑
記
按
宝
暦
壬
午
〈
十
二
年
ナ
リ
文
化
十
二
年
乙
圭

可
奨
助
志
業
者
ナ
リ
ト
イ
ヘ
レ
ハ
所
見
ア
リ
ト
知
ラ
ル
今
ノ
蘭
学
暗
二
コ
、
｜
星

こ
の
摘
録
は
金
沢
本
、
小
石
本
の
ほ
か
村
岡
本
、
蓬
左
文
庫
本
に
も
み
ら
れ
る
が
、

て
お
り
、
朱
筆
の
返
点
、
送
仮
名
は
な
く
、
明
ら
か
に
別
系
統
の
写
本
と
思
わ
れ
る
。

⑪
本
写
本
に
は
次
の
如
き
実
に
注
目
す
べ
き
奥
書
が
あ
る
。

磐
水
先
生
使
塾
生
写
之
以

見
寄
贈
健

モ

シ
ト

テ
ハ

ス

錐
下
其
治
術
峻
劇
（
剛
復
）
繊
功
。
難
中
邊
用
上
二
於
（
此
）
邦
人
一
・
然
而
（
至
二
）
干
汗
吐
下
之
機
用
一
・
則
二
与
二
我
古
医
道
一
（
方
）
符
芙
。

レ

ル
コ
ト
ノ
ヲ

テ
ニ

ヲ

ナ
ヲ

ヲ

夫
中
華
聖
人
之
邦
。
失
二
其
道
一
二
千
年
。
特
於
二
蛮
粕
一
。
得
し
之
者
、
不
二
亦
異
｝
乎
。
且
其
国
政
、
不
レ
禁
し
解
六
割
）
人
屍
屯
其
民
亦

ヲ
テ
テ
シ

ル

シ

ヲ
ル

キ
グ

ヲ

コ
哩
卜

０
○

不
し
屑
二
屠
腸
絶
筋
之
惨
一
是
以
人
病
死
病
源
不
レ
明
則
、
剖
剥
視
之
（
之
視
）
。
以
為
二
後
圖
一
者
（
如
咳
此
）
数
千
年
。
旱
此
其
害

ト
シ
テ
ス

セ
ハ

ヲ

鯵
然
而
存
焉
。
有
志
之
士
、
考
証
玩
索
可
（
有
下
）
以
レ
奨
二
助
志
業
一
者
上
也
。

リ
シ
テ

ク

ナ
ル
ノ

テ
ワ

テ

ロ
然
・
而
和
蘭
（
紅
毛
）
害
中
有
し
言
日
、
其
初
発
如
二
梅
核
一
之
時
。
以
二
快
刀
一
割
し
之
。
後
従
二
金
瘡
之
法
一
。
治
レ
之
、

シ
テ
テ

ツ
ヲ

余
未
戸
試
し
之
。
言
以
告
後
人
（
待
二
後
世
一
）
紀
州
花
岡
随
賢
近
時
割
岩
之
術
此
説
ヲ
読
テ
発
明
シ
独
得
ノ
為
ス
所
ト
キ

（
遊
）
雑
記
按
宝
暦
壬
午
〈
十
二
年
ナ
リ
文
化
十
二
年
乙
亥
マ
テ
五
十
四
年
ト
ナ
ル
有
志
之
士
考
証
玩
索
セ
ハ
有

ソ
ト
イ
ヘ
レ
ハ
所
見
ア
リ
ト
知
ラ
ル
今
ノ
蘭
学
暗
二
コ
、
’
一
根
基
ス
ル
カ
如
シ

令
小
石
本
の
ほ
か
村
岡
本
、
蓬
左
文
庫
本
に
も
み
ら
れ
る
が
、
村
岡
本
と
蓬
左
文
庫
と
は
「
茂
質
補
記
」
と
明
記
さ
れ
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（
５
）
（
６
）

長
崎
浩
斎
は
外
科
を
も
っ
て
加
越
能
三
州
に
聞
え
た
長
崎
家
の
五
代
目
で
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
九
月
七
日
越
中
高
岡
に
生
れ
た
。

名
を
健
又
は
剛
健
、
字
を
思
禎
又
は
玄
貞
、
号
は
康
斎
の
ち
浩
斎
と
い
い
、
情
風
明
月
楼
主
人
、
鵡
郊
居
士
な
ど
と
称
し
た
。

文
化
十
年
杉
田
、
大
槻
、
宇
田
川
な
ど
に
学
ん
だ
高
峯
幸
庵
か
ら
蘭
学
を
う
け
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
四
月
九
日
杉
田
玄
白
に
師
事

（
７
）
（
８
）

す
る
た
め
江
戸
に
着
い
た
が
、
四
月
十
七
日
に
玄
白
が
死
去
し
た
の
で
、
五
月
二
十
八
日
大
槻
玄
沢
と
杉
田
立
卿
と
に
入
門
し
た
。

文
政
三
年
（
一
八
二
○
）
五
月
杉
田
玄
白
三
年
忌
に
再
び
江
戸
へ
出
て
、
玄
白
の
隠
居
所
で
あ
っ
た
晴
曠
楼
の
宴
に
も
出
席
し
て
い
る
。
川

（
９
）

島
恂
一
氏
の
御
好
意
に
よ
る
牧
田
水
石
筆
「
晴
曠
楼
宴
遊
図
」
に
は
親
友
の
河
口
祐
卿
ら
と
共
に
浩
斎
も
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
恐
ら
く
こ

の
時
に
浩
斎
は
「
蘭
学
更
始
」
を
み
る
か
聞
く
か
し
た
機
会
が
あ
り
、
す
ぐ
大
槻
玄
沢
に
そ
の
写
本
を
依
頼
し
た
の
で
、
早
く
も
同
年
九
月
に

入
手
し
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
確
実
な
資
料
を
切
望
す
る
次
第
で
あ
る
。

さ
て
「
蘭
東
事
始
」
の
題
名
に
不
審
を
い
だ
い
た
浩
斎
の
質
問
に
対
す
る
玄
沢
の
返
書
を
発
見
さ
れ
、
発
表
さ
れ
た
の
は
林
敦
子
氏
で
あ

（
加
）

る
。
長
崎
家
と
は
親
戚
の
林
氏
（
筆
名
木
々
康
子
）
は
、
そ
の
小
説
「
蒼
龍
の
系
譜
」
の
あ
と
が
き
の
中
で
、
文
政
四
年
一
月
十
一
日
付
の
玄
沢

か
ら
浩
斎
へ
宛
て
た
書
簡
を
紹
介
せ
ら
れ
て
い
る
。
林
氏
の
御
厚
意
に
よ
り
み
る
こ
と
が
出
来
た
そ
の
長
文
の
書
簡
の
一
節
に
は

二
ス

蘭
学
事
始
外
題
二
蘭
東
と
認
置
候
御
疑
問
御
尤
千
万
奉
存
候
何
れ
も
拙
老
命
候
題
目
に
て
御
座
候
蘭
ｌ
巳
ｌ
東
と
申
意
に
て
藺
東
な
と
生

共
致
試
候
事
に
て
御
座
侯
覚
へ
易
ぎ
蘭
学
之
方
可
然
や
と
存
候
事
に
て
候

ｅ
従
っ
て
大
槻
家
蔵
の
蘭
学
事
始
は
「
蘭
東
事
始
」
と
題
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
こ
の
時
点
で
は
序
文
は
附
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
思
わ

れ
る
訳
で
あ
る
。

共
致
試
候
事
瘤

と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
「
原
名
聞
学
更
始
」
と
信
じ
る
浩
斎
は
同
年
十
二
月
玄
沢
に
書
簡
を
お
く
り
、
題
名
へ
の
疑
問
を
た
だ
し
た
の
で
あ
る
。

三
、
「
藺
東
事
始
」
と
い
う
題
名
に
つ
い
て
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長
崎
浩
斎
手
沢
本
の
「
蘭
東
事
始
」
は
「
蘭
学
事
始
」
の
古
写
本
の
十
一
冊
目
の
発
見
で
あ
り
、
文
政
三
年
と
い
う
早
い
時
期
に
、
大
槻
玄

沢
か
ら
直
接
与
え
ら
れ
た
点
で
注
目
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
「
蘭
学
事
始
」
の
題
名
も
「
蘭
東
事
始
」
も
両
方
と
も
大
槻
玄
沢
の
命
名
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
「
蘭
学

（
、
）

事
始
外
題
二
蘭
東
と
認
置
候
」
と
い
う
一
節
か
ら
は
（
「
外
題
」
と
は
「
広
辞
苑
」
に
よ
れ
ば
①
書
物
の
表
紙
に
記
す
る
書
名
②
転
じ
て
書
物
の
標
題
、
と

あ
る
の
で
）
「
蘭
学
事
始
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
標
題
に
「
蘭
東
」
と
つ
け
た
、
と
い
う
風
に
と
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

ニ
ス

更
に
ま
た
「
蘭
Ｉ
巳
‐
東
と
申
意
に
て
」
蘭
東
と
命
名
し
た
と
の
解
説
は
、
村
岡
本
、
佐
藤
本
、
蓬
左
文
庫
本
に
承
ら
れ
る
大
槻
玄
沢
の
序

二
シ

文
の
「
是
実
に
蘭
Ｉ
巳
ｌ
東
せ
り
と
や
い
ふ
べ
き
起
原
、
悉
く
本
編
の
次
第
也
」
と
全
く
符
合
し
、
「
姑
く
『
蘭
東
事
始
』
と
題
し
て
即
函
丈
に

進
呈
す
」
と
い
う
一
節
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
浩
斎
の
質
問
が
大
槻
玄
沢
に
序
文
を
附
け
る
必
要
性
を
感
じ
さ
せ

た
、
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
そ
う
で
あ
る
。

（
胆
）

長
崎
浩
斎
は
詩
文
を
大
窪
詩
仏
に
、
書
を
市
河
米
庵
に
学
ん
だ
が
、
蒐
耆
蔵
書
頗
る
多
く
、
黒
本
稼
堂
「
三
州
遣
事
」
に
は
「
コ
ノ
人
一
一
シ

テ
今
ノ
世
二
在
ラ
シ
メ
ハ
イ
カ
ハ
カ
リ
世
ノ
考
証
家
二
稗
補
ス
ル
カ
知
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
著
書
に
は
「
浩
斎
医
話
」
、

（
路
）

「
蘭
学
解
潮
」
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
「
近
代
著
述
目
録
後
篇
」
に
は
「
家
蔵
千
文
蒙
求
書
目
」
「
半
千
文
」
「
医
学
物
語
」
「
百
医
蒙
求
」

「
和
魂
漢
才
」
「
籔
舎
随
筆
」
「
医
経
千
字
文
」
な
ど
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

長
崎
浩
斎
は
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
九
月
十
四
日
死
去
し
、
高
岡
市
瑞
竜
寺
に
葬
ら
れ
て
い
る
。

稿
を
お
わ
る
に
当
り
種
煮
御
高
配
を
賜
わ
っ
た
長
崎
圭
爾
氏
、
林
敦
子
氏
、
種
々
御
教
示
を
頂
い
た
片
桐
一
男
氏
、
川
島
恂
一
氏
、
末
中

哲
夫
氏
に
対
し
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

四
、
ま
と
め
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（
１
）
緒
方
富
雄
蘭
学
事
始
を
め
ぐ
る
未
解
決
の
疑
問
学
校
教
育
研
究
所
年
報
一
○
号
昭
和
四
一
年

（
２
）
津
田
進
三
金
沢
に
て
発
見
の
「
蘭
東
事
始
」
に
就
い
て
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
一
九
三
号
昭
和
四
二
年

（
３
）
緒
方
富
雄
「
蘭
東
事
始
」
と
「
蘭
学
事
始
」
の
命
名
者
大
槻
玄
沢
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
三
一
○
号
昭
和
五
一
年

（
４
）
松
村
明
蘭
東
事
始
日
本
古
典
文
学
大
系
九
五
巻
岩
波
書
店
昭
和
三
九
年

（
５
）
高
岡
市
役
所
高
岡
市
史
中
巻
昭
和
三
八
年

（
６
）
高
岡
市
役
所
高
岡
史
料
下
巻
明
治
四
二
年

（
７
）
板
沢
武
雄
日
蘭
文
化
交
渉
史
の
研
究
吉
川
弘
文
館
昭
和
六
一
年

（
８
）
片
桐
一
男
河
口
家
と
杉
田
玄
白
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
一
六
五
号
昭
和
三
九
年

（
９
）
川
島
恂
一
河
口
家
と
阿
蘭
陀
流
外
科
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
一
二
一
号
昭
和
四
三
年

（
ｍ
）
木
々
康
子
蒼
龍
の
系
譜
筑
摩
書
房
昭
和
五
一
年

（
、
）
新
村
出
広
辞
苑
第
二
版
岩
波
書
店
昭
和
四
五
年

（
廻
）
黒
本
稼
堂
三
州
遣
事
石
川
県
立
図
書
館
昭
和
六
年

（
蝿
）
近
代
著
述
目
録
後
篇
近
世
著
述
目
録
集
成
勉
誠
社
昭
和
五
三
年

（
皿
）
末
中
哲
夫
「
蘭
東
事
始
」
新
写
本
に
つ
い
て
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
三
二
四
号
昭
和
五
二
年

（
静
岡
市
幸
町
二
七
’
二
’
五
○
二
）

文

献
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ANewlyFoundCopyofthe''RantoKotohajime''and

KosaiNagasaki

bv
〃

ShinzoTSUDA

JapanesemodernmedicinebeganwiththeintroductionofDutchmedicineintheEdoera.On

thissubject,"RangakuKotohajime",writtenbyGempakuSugitainl815,isaveryimportantmemoir.

Toourregret,wehavenotfbundhisoriginalbookyet,andwehaveonlylOcopiesofthisbook

evennow･

Theauthorrecentlydiscoveredacopyofthisbooknamed&@RantoKotohajime''.Thiscopywas

copiedbyGentakuOtsukiandpresentedtoKosaiNagasakiinl820.

KosaiNagasaki(1799～1864)studiedDutchmedicineunderGentakuOtsukiinEdoinl817.

ThiscopyhasseveralhelpfillnotesbyKosekiNagasaki・HewasconvinCedthattheoriginaltitle

ofthisbookhadbeen"RangakuKotohajime''andsoontheinsideofthecoverofthiscopyhehad

raisedthequestionofthistitle.

ThisnewlyfbundcopyshouldcontributetothestudyofmedicalhistoryinJapan.

（
守
胃
【
）




